
日

、

市

議

会

の

教

育

13

福

祉

委

員

会

で

、

井

上

議

員
や
同
僚
議
員
か
ら
、
「
現

在

、

開

会

中

の

議

会

に

市

長

が

提

案

し

て

い

る

『

敬

老
乗
車
証
改
悪
案
』
や
『
学

童
保
育
利
用
料
値
上
げ
案
』

は

撤

回

す

べ

き

」

と

追

及

し
ま
し
た
。

ま

た

、

こ

れ

ら

の

議

案

の

撤

回

を

求

め

る

議

会

へ

の

請

願

が

、

た

く

さ

ん

寄

せ

ら

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

日

の

委

員

会

で

は

、

全

会

派

一

致

で

、

継

続

審

査

と

な

り

ま

し

た

。

議

案

の

採

決

は

、

来

月

初

め

の

予

定

６

日

の

市

議

会

決

算

特

別

委

員

会

で

、

井

上

議

員

は

、

市

の

「

上

質

宿

泊

施

設

誘

致

要

綱

」

は

法

律

違

反

で

無

効

だ

と

、

同

要

綱

の

廃

止

を

求

め

ま

し

た

。

市

長

は

、

と

に

か

く

観

光

客

や

ホ

テ

ル

を

増

や

そ

う

と

、
「

京

都

の

歴

史

や

で
す
。

条

例

改

悪

案

を

、

市

長

が

撤

回

し

な

い

限

り

、

共

産

党

市

議

団

は

、

勿

論

、

反

対

を

貫

き

、

他

の

会

派

に

も

働

き

か

け

る

予

定

で

す
。

文

化

を

生

か

し

た

宿

泊

施

設

」

を

「

上

質

」

と

認

定

し

、

ハ

ク

を

付

け

よ

う

と

す

る

の

が

、

こ

の

要

綱

の

建

前

で

す

。

し

か

し

、

同

要

綱

で

は

、

施

設

建

築

予

定

地

は

、

原

則

、

宿

泊

施

設

を

建

て

て

は

い

け

な

い

「

制

限

区

域

」

で

の

計

画

が
前
提
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

元

々

、

地

域

の

環

境

を

守

る

為

、

都

市

計

画

法

や

建

築

基

準

法

で

、

各

地

域

を

区

分

し

、

そ

の

区

域

毎

に
、
建
物
の
種
類
に
よ
り
、

建

築

の

可

否

が

決

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

例

外

的

に

、

制

限

区

域

で

宿

泊

施

設

が

建

て

ら

れ

る

の

は

、

法

律

で

「

建

築

審

査

会

＝

市

長

が

委

員

を

指

名

し

て

設

置

＝

が

同

意

し

た

場

合

等

に

限
り
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

市

は

、

今

春

、

仁

和

寺

門

前

の

「

制

限

区

域

」

で

の
ホ
テ
ル
計
画
を
「
上
質
」

と

認

定

。
「

上

質

可

否

の

認

定

手

続

き

の

後

、

建

築

審

査

会

の

審

査

に

移

行

す

る

か

ら

問

題

な

い

」

と

の

答

弁

で

す

が

、

そ

も

そ

も

「

要

綱

」

が

審

査

す

る

の

は

、
「

制

限

区

域

」

で

の

計
画
に
つ
い
て
で
す
か
ら
、

こ

の

手

続

き

自

身

、

計

画

を

受

理

し

た

時

点

、

更

に

言

え

ば

こ

の

要

綱

の

存

在

自

体

が

、

既

に

、

例

外

を

前

提

と

し

て

認

め

て

い

る

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

法

律

に

よ

る

審

査

会

の

手

続

き

を

無

視

し

、

制

限

区

域

で

の

建

築

を

予

め

認

め

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

法
律
が
優
先
す
る
の
に
、

市

長

が

独

断

で

制

定

し

た

要

綱

が

、

逆

に

、

優

先

的

に
独
り
歩
き
し
て
い
ま
す
。

法

律

違

反

の

要

綱

は

無

効

で

す

。

市

は

「

上

質

宿

泊

施

設

を

誘

致

し

た

い

」

等

と

全

く

噛

み

合

わ

な

い

答

弁

に

終

始

し

て

い

ま

す

。
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地方財政危機打開の為にも

政権交代を
１３日朝、市役所前で、市民運動団体の皆さ

んと一緒に街頭宣伝。井上議員も参加し、訴え

させて頂きました。要旨を紹介します。

「市の『財政危機』は、市長の責任とともに、

国の『財政的自治体イジメ』も大きな要因。国

から各地方自治体へ来る地方交付税交付金が大

幅に減らされたり、国の大企業大幅減税が各自

治体の法人市民税の減収に連動しているなどの

影響が大きい。そういう国の政治に言いなりに

なっているという意味でも市長の責任は大き

い。そこで、かくなる上は、国、即ち自民公明

両党の政府に替わり、野党共闘で政権交代を実

現し、自治体の財政をもっと応援する、新しい

政府、日本共産党も参加する、そんな新しい政

府を、皆の力で、創りましょう。」

敬
老
乗
車
証
改
悪
案
・

学
童
保
育
利
用
料
値
上
げ
案
は
撤
回
を

市
長
の
ホ
テ
ル
誘
致
方
針
の
勇
み
足
を
指
摘

「
上
質
宿
泊
施
設
誘
致
方
針
」
は
法
律
違
反

■ 市長が独断で定める「上質宿泊施設誘致要綱」＝

「原則、宿泊施設を建てられない『制限区域』なの

に、その区域での施設建設計画を事業者が提案。市

がその上質の可否を判断」。

今春、業者の仁和寺前ホテル計画を市が上質と認定。

■ 建築基準法＝

「『制限区域』では建てられない。例外的に建てる

には、建築審査会の同意が必要」（審査会は未開催）

生活と健康を守る会の皆さんと暮
らしや政治について懇談（ 10/16）


